
 

令和 6 年度  冠奨学金受給生の声 

 

◆生命保険協会（セイホスカラーシップ）奨学金 

 

10 年以上日本で働いている叔父から話を聞き、幼い頃から日本で

勉強し働くことに憧れていました。留学費用を工面するため、アルバイト

を掛け持ちしていましたが、貴会の奨学金のおかげで充実した留学生

活を送ることができました。 

大学では「社会問題と不平等」をテーマに研究しています。性別や

生まれ育った環境などを背景とした雇用における社会的格差について

深く研究し、声を上げることができない人々のため平等な社会形成の

一助になりたいと考えています。 

私は現在、小学校でサポーターとしてボランティア活動を行っており、学校行事に積極的に参加

し、日本の教育制度について学び、生徒たちに英語を教えています。この経験を通じて、指導、異文

化コミュニケーション、教育方法論に関する貴重なスキルを身に付けています。これにより、さまざま

な学習スタイルを理解し、教室での取り組み戦略を改善し、生徒たちの言語発達に有意義な形で

貢献することができます。 

卒業後は日本企業で経験を積み、学んだことを活かして誰もが公平に働くことができる組織づく

りを世界に広げていきたいです。 

 

立命館アジア太平洋大学 

ZUN MYAT NOE さん 

 

 

◆JEES・JX 石油開発インドネシア留学生奨学金 

JEES からいただいた奨学金と機会に心から感謝申し上げます。 

この奨学金のおかげで、経済的な心配をせずに学業を続けることができます。学業に全力を尽く

して取り組みます。 

日本の生活にはもう慣れましたが、札幌はとても寒いです。それでも、新しい経験になるので嬉し

く思っています。 

 

北海道大学 

ALBERT CHRISTIAN さん 



 

 

◆JEES・三井不動産奨学金 

 

このたびは、貴財団の奨学金に採用いただき、本当にありがとうございます。奨学金のオファーを

受け取ったとき、本当に嬉しくて感謝の気持ちでいっぱいでした。私の努力と献身が認められたよう

に感じました。この機会が、さらに 勉学に励み、分野に貢献するための大きな励みになりました。 

貴財団の奨学金を学費、研究費、生活費に使いたいと思います。この支援で経済的負担を心配

することなく、勉学と研究に専念することができます。また、大学で利用できる高度なリソースや機会

を最大限に活用できればと思います。 

卒業してから日本のトップクラスのテクノロジー企業で働き、AI や ML の進歩に貢献したいと考 

えています。自分の知識を実世界の問題に応用し、この分野のイノベーションを促したい。長期的に

は、日本とインドの技術的なプロジェクトの架け橋となり、グローバルな技術開発を促進し、両国の

発展に貢献したいと考えています。 

卒業までの間、悔いの無いように充実した毎日を過ごしたいと思います。 

 

早稲田大学 

YADAV ADITYA さん 

 

 

◆住友商事オマーン国留学生奨学金 

 

このたびは、住友商事オマーン奨学金の奨学生に選んでいただき、心より感謝申し上げます。貴

重なご支援を賜り、大変光栄に存じます。本奨学金は、私の京都大学でのエネルギー科学の研究

において、大きな助けとなります。 

また、日本国際教育支援協会（JEES）および住友商事中東会社の皆様が、学術の発展と日本

とオマーンの関係強化に尽力されていることに、深く感謝しております。本奨学金のご支援は、私に

とって経済的な助けとなるだけでなく、学業に励み、両国の相互理解と友好関係に貢献する大きな

励みとなります。 

今後も勉学に励み、日本で得た知識と経験を活かし、オマーンおよび国際社会に貢献できるよ

う、努力してまいります。 

 

京都大学 

AL HADI MALIHA SAIF SULAIMAN さん 



 

 

◆JEES・神内国際理解奨学金 

 

このたび、神内国際理解奨学金をご支援いただき、心より感謝申し

上げます。本奨学金のおかげで、私の学業や活動をより一層充実さ

せ、国際的な視野を広げる貴重な機会を得ることができました。 

この夏、中国とロシアの国境に位置する呼倫貝爾大草原を訪れ、

現地の牧民の生活を体験いたしました。数日間、彼らと共に生活をす

る中で、彼らが持つ高い環境意識に非常に感銘を受けました。草原

では、わずかなプラスチックごみでさえも自然環境に重大な影響を与

えることを、彼らは深く理解しており、その姿勢は非常に印象的でし

た。大都市で生活し、良い教育を受けている人々よりも、自然と共存す

る彼らの生活様式や価値観は私にとって新たな発見でした。 

現地での生活は決して容易ではなく、慣れるのに時間を要しましたが、自然に対する敬意と、その

環境を守るために彼らが日々行っている努力には深い敬意を抱いております。この経験を通じて、

私自身の環境保護に対する考えも深まりました。 

今後は、この貴重な体験を生かし、国際交流や環境問題に関心を持ち続けると共に、社会貢献

活動にも積極的に取り組んでいく所存です。 

 

筑波大学 

WANG JIQIAO さん 

 

 

 


